
女性の恋愛観と行動                                       

 

恋愛は、迷って、揺れて、相性を量って、選ぶことから始まります。ここでは、女性は控え目です。 

その後の恋愛は、信じて、交って、一途に逸れることなく突き進みます。男性に同調しています。 

この過程では、時に躓いて、挫けて、不幸にして壊れることもあります。仕舞いは凛とした態度で決断します。

現在の独身女性の意識と行動を覗いてみます。 

 

 

調査結果のポイント                                           

 独身女性は単数の恋人と「遊び」ではなく、「結婚」を視野に入れて一途な交際をしています。交際の始

まりはあくまでも受身です。恋愛感情が湧くかどうかが交際の岐路になります。 

 

 ですから、交際が始まると密度の濃いコミュニケーションをもちます。結婚が視野にあるためでしょうか、

早期の、多頻度の性的な行為も許容しています。「純潔」の時代はずっと遠い過去になり、「純潔」の言

葉は辞書にしか残っていない様相です。 

 

 女性が男性に求めることは、「包容力」と「男の逞しさ」と「仕事場での有能さ」などを優先します。恋人

に求めることは「相性」、つまり気が合うことと価値観の類似性です。将来の夫に求めることは、これに

経済力という現実的問題が加わります。男の度量、逞しさ、能力が強調されました。確り者です。 

 

 恋人としての年齢上の許容範囲は、年上･年下共に 4－5 歳までです。年上に関してはその上限は広く

なっています。年上志向の傾向にあります。上記の好ましい男性像との関わりがありそうです。 

 

 この調査で描かれる女性は、奥ゆかしさがあって、男性に尽くす女性、癒す女性、明るい雰囲気をかもし

出す女性の像を窺うことができます。しかし、別れは主体的な結論が出せる凛とした立ち位置を取るこ

とが出来ます。どちらかと言えば、「大和撫子」風の女性です。 

 

 

調査標本                                                

  標本数： 独身女性 223 人 

 標本特性： 年齢； 20 代 41%、 30 代 41%、 40 代 18% 

  就業形態； フルタイム 68%、 パート 10%、 無職 9%、 学生 8%、その他 5% 

    年収； 100万未満19%、 100万円台9%、 200万円台32%、 300万円台25%、 それ以上14%、 

無回答 1% 
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 恋愛のいま 

 

図1．恋愛進行の有無
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図2．恋人の存否
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 恋愛 現在進行中は約 6割、片思い 3割 

現在恋愛をしている方はおよそ6割です。4割が「恋愛休業中」、皆さんはこの数値をどのようにご覧に

なりますか。恋人の存否を問いました。恋人がいる人は 4 割です。この 20 ポイントの差は、片思い･叶わ

ぬ恋をしている人の存在です。恋愛はともかく愛する人を獲得することは、さまざまな障壁を乗り越え

る過程のようです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図3．現恋人との結婚の可否

NA
2%

結婚したくない
24%

結婚したい
74%

 恋人と結婚は接近した関係 

現在の恋人との結婚願望は強くなっています。およそ 4 分の 

3 の方が恋人との結婚を望んでいます。愛する人と一緒に行 

動したい、暮らしたい、共に生きていきたいという願望が強く 

表れています。自然な姿でしょう。性の乱れを指摘する向きも 

ありますが、このデータを見る限り、一途な、ごく全うな心を以 

て行動している実態を窺い知ることが出来ます。 

 

図4．恋人数
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 恋人は単数 

その恋人の数は単数です。1 人です。9 割を超えます。  

二股、三股と強欲な浮気者？を部分的に垣間見ることが 

出来ますが、ごく一部に限られています。そうです。 

女性は浮気心が希薄なようです。貞節な妻としての心得 

と行動を弁えているようです。 
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図5．出会いの場

 出会いの場は職場 

恋人との出会いの場は仕事場･アルバイト先 

などの職場が優勢です。学校･部活･サークル 

なども同種の出会いの場です。合せて半数を 

超えています。接触時間の長さが、二人の関 

係を近づけるのでしょう。 

 

友人の紹介は少なくはないのかもしれません。 

しかし、紹介者に責任が、非紹介者に制約が 

ある分だけ、 出会いの場としては主役になり 

えないのでしょうか。 

リスクを冒して恋人を求めた出会い系サイト 

の利用者は 1割です。どれだけ恋人の歩留 

まりがあるのかは分かりません。 
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図6．交際期間

 平均交際期間 4年弱 

1 年もたなかった早すぎる別れを経験した方が 

4 分の 1、それ以上 3年足らず持った方が 5 分の 1、 

合せて半分弱が短い交際で終わっています。 

 

他方、3 年以上の交際を続けている方は、半分強に 

なります。交際期間の最頻値は 3-5 年です。平均値 

は 3年 11 ヶ月です。10 年以上交際を続けている方 

も 2 割弱います。 

 

先の単数の恋人と恋愛≒結婚の図式を裏付ける 

かのように比較的長期の、真面目な交際を続けて 

いる姿を裏付けています。 
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図7．過去の恋人数

 

 モトカレは平均 5 人 

20 代から 40代までの年齢幅がありま 

すので 過去の恋人数は意味ある数値 

にはなりませんが、10 人以上もいた方 

は、僅かに 5%です。 

 

その最頻値は 5-9 人、平均値は 4．8 人 

です。恋愛の若年齢化が進んでいること 

を考慮するならば、先の交際期間を措い 

て妥当な数と思えます。 
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図8．自ら告白した恋人数

 奥ゆかしい女性像 

「自ら告白した恋人は何人ですか」の質問に対して 

半数の方が 0 という答えでした。1 人が 3分の 1、 

それ以上は少数です。 

 

男女間の相対的な地位が女性優位に傾いている  

という世情の傾向とは裏腹に、奥ゆかしい女性像 

が浮かんできます。意外に感じますが、こと恋愛に 

おいては、女性が受身の姿勢をとっています。 

 

女性は男性に対してやや控えめで、清い心と 

正しい心を併せ持つ、芯の強い凛しい女性、 

「大和なでしこ」の一側面を色濃く残している感があります。 
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 恋人像 

 

0

10

20

30

40

50

気
が

合
う

価
値

観
が

同
じ
優

しさ

包
容

力 顔

経
済

力

ユ
ー

モ
ア

男
らしさ

趣
味

が
合

う
知

性
外

見

行
動

力

体
格

・体
型

体
の

相
性

が
い

い

運
動

神
経

家
事

が
出

来
る

図9．恋人に求めること（第1順位）

 恋人に求めること、 

それは相性がよいこと 

恋人に求めることは、「気が 

合う」ことです。 「価値観が 

同じ」を含めて およそ 7割 

の方が相性の良さを支持し 

ます。突出しています。 

優しさとか包容力とか男性 

固有の要素は、2 の次です。 
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図10．将来の夫に求めること（第1順位）

 将来の夫に求めること、それは相性にプラスαが要る 

恋人であれ夫であれ、相性の 

良さは、第一義的に外せない。 

およそ半数の方が、これを基 

軸に支持しています。 

 

しかし、恋人以降の生活を共 

にする夫になってくると、それ 

だけはやっていけない。  

生活基盤としての経済力が要 

るし、優しく包み込んでくれる 

包容力も欲しい。 

 

相性＋経済力＋夫の優しさ 

と包容力が家庭維持の 3要 

件となっています。 

 

 

図12．年下の恋人・下限年齢

5～6歳下
23%

7～8歳下
3%

9～10歳下
7%

11～15歳下
7% 16歳以下

8%
年下とは付き

合わない
12%

同い年のみ
3%

3歳～4歳下
15%

1歳～2歳下
22%

 恋人･許容下限年齢は 5-6 歳 

年下抵抗感は殆どありません。 

10 年を超えても大丈夫な方も 

少なくないのが実情です。 

それでも大勢は 5-6 歳までです。 

 

この傾向は男女間の平均寿命 

の格差を考えれば、あくまで共 

に白髪になるまで仲睦まじく 

添い遂げることが前提になりますが、 

理に叶った考え方なのでしょう。 
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図11．年上の恋人･年齢上限
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 恋人･年上大いに歓迎 

年上抵抗感は全くありません。 

最頻値は 5-6 歳ですが、これに次ぐの 

が 16 歳以上です。年上歓迎の傾向を 

はっきりと見ることが出来ます。 

 

恋人との結婚願望の強さ、年下よりも 

年上の方が、経済力と優しさ･包容力 

に優れていることと相俟って、年上容 

認論につながっているのでしょう。 
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図13．男らしさとは

 男らしさを構成するのは複合的要素 

付き合いの対象は、常識的には男性です。男性の相対的頼りなさが喧伝されています。男らしさという

のはなんでしょう。聴いてみました。その結果は図 13 に示されます。上位から見ていきます。「包容力」

は決して譲れない。「筋肉隆々で力持ち」、男の逞しさも高い支持を得ています。「仕事も出来」なけれ

ばいけない。仕事で将来を嘱望される男であって欲しい。これと幾らか関連する「リード力」もまた男ら

しさの有力要素です。そして次順位に「優しさと思いやり」です。支持率首位の「思いやり」に連結します。

「積極性」「夢･将来の構想力」と続きます。ここまでがトップボックスが 3 割を超え、トータルポジティブ

が 7 割を超える男らしさの象徴的要素ということになります。「経済力」7 割を超えます。 

逆に、男らしさに全く必要のないものは、「豪華な持ち物」のみです。「外見･顔」や「努力家」などもトー

タルポジティブの支持が漸く半分近く、まあこれらはいいかといった水準です。 

 

                                                  

 

 

 

 

 
その通り ややその通り 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

どちらでもない やや違う 違う  

 

 

 

 

 

結局、男らしさとは、心根は優しくて力持ち、有能で仕事が出来て、前向きで、牽引力を持っていること 

となります。やや古風な男らしさに落ち着きました。 
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 恋人でなくなるときの不快因子、暴力と不潔と非常識と 

一々ごもっともな声が上がります。優しくて力持ちの要件を損なうのは「暴力」です。許せない行為で

す。「不潔」「非常識」「下品」、誰も好む人はいないし、傍にいるだけで虫唾（むしず）が走ります。浮気は

倫理にもとるとんでもない卑怯な行為です。優しさは女性が男に求める重要な要素です。これがない

ことが分かれば、恋する熱も冷めようというものです。ここまでが支持率 7 割を超える許せない行為

であり、男の実体です。 

 

これら以外にも、恋人であることをやめたい理由はたくさんあります。人が人を嫌いになるときはこん

なにも多いものかと驚かされます。「音痴」であることまで責めなくても・・・。気が重たくなりますので、

コメントは止めにします。下図をご覧下さい。 
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図14．恋人でなくなるとき
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 恋愛行動 
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図15 ．恋人までのデート回数

 

 恋人に昇華する必要デート回数 3-4 回 

比較的、少ないデートで恋人として相手を 

「認定」しています。ゼロ回、出会ったその時 

から恋人になった幸せモノの男性もいます。 

“急かず慌てず”先人たちの教えが懐かしく 

思えます。 

 

 

 

 

 

 

 

 やるべき事？はさっさと・・・ 

恋人になるのも早いですが、恋人としての 

行為をするのも早い実態になっています。 

初デートでおよそ 4分の 1が、 デート 4回目 

でおよそ 6割の方がキスをしています。 

“ちょっと早すぎない？”と言えば、馬鹿にさ 

れそうな勢いを感じます。 
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図16．初キスまでのデート回数
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図17．セックスまでのデート回数

 「純潔の死」、4 回デートをすれば 3 割がセックスに到る 

早期キスは早期セックスに到ります。初めてのデートでセックスに到る方は 1 割います。そして、4 回まで

のデートで 3 分の 1 が、9 回もデートをすればおよそ半数の方がセックス行為をしています。成り行きに

任せる方が 4分の 1いますので、この種 

行為は、ごく普通に行なわれています。 

先に告白しない女性を奥ゆかしい女性 

と描きました。 ですから、恐らく性行為 

においては、女性は受身で男性の要求 

を受け入れているのでしょうが、いずれ 

にしても、性の解放は進行しているよう 

です。過って、日本には「純潔」という言 

葉ありました。今、この言葉が語られる 

ことはありません。純潔は死にました。 

遠い過去のことになりました。どのよう 

な事象でも「時の流れに乗り損ねる人」 

や「世上に逆らう人」はいるものですが、 

こと性行為に関する限り極少数勢力です。 
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 恋人は頻繁にコミュニケーションする 

女性は恋人に多頻度で電話しています。加えて、メールも 1 日数回発信しています。 

段々と奥ゆかしさが怪しくなってきました。それは恋に落ちる迄の話だったようです。  

恋してしまってからは、彼氏の生の言葉を執拗に求めて、自ら仕掛けています。 

 

「寝ても覚めても貴方ことが気にかかります」。 だから、気にされている男性は、情愛を以って、これに

応えることが求められるわけです。そんなに喋ることがあるのでしょうか。余計なお世話と怒られそう

です。頻繁なコミュニケーションは、ただひたすら彼氏の声を聞いて、傍にいないことの寂しさを紛ら

せたいのです。 
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図18．恋人への電話頻度
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図19．恋人へのメール頻度

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図20．恋人用着歌メロディの設定有無

NA
1%

変えない
59%

変える
40%

 恋人用着メロ設定 4 割 

恋人専用の着メロを設定している方は 4 割です。意外な気 

がしますが、そんなものがなくても愛し合う二人のことです。 

電話のかかる頃合が分かるのでしょうか。 

 

 

 

 

 デートは週 1頻度、セックスは・・・ 

週 1 頻度のデートが過半を占めます。セックスはデートの度にというカップルも少なくないわけですが、

平均値で見れば、デートは週 1.1 回、セックスは週 0.8 回です。やはり、頑張っているようです。「しない」

方が 1割います。何故かほっとします。嬉しくなります。 
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図21．恋人とのデート頻度
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図22．恋人とのセックス頻度

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 デート費用は 1万円まで 

1 回のデートに掛ける費用は 1万円までです。 

その費用負担は恋人負担又は恋人がより多く負担する割合が 6割強、恋人側に偏っています。 

男性が優しさをみせています。しかし、一方的な負担は少数になり、大勢は折半及び「不均等「割り勘」

で処理している実態です。男女関係の変容の姿がはっきり見て取れます。 

 

図23．デート費用の負担
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図23．デート費用
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図25．恋人への誕生日プレゼント予算
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図26．受ける誕生日プレゼントの想定金額

 プレゼント予算は 2 万円まで 

恋人か貰うプレゼント、恋人に贈るプレゼントは、双方共に 2万円までが多くなっています。 

平均値で見ますと貰う方が2.2万円、贈る方が 1.6万円と5千円の差が出ます。彼氏が頑張っている姿

を見ることが出来ます。 
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そして、受けたプレゼントの最高額は 5 万円までが 

多くなりますが、驚くなかれ 10 万円を超す豪華 

プレゼントを貰った方が 2 割もいます。 

その後の展開がどうなったかは分かりません。 

最高の展開になったことを祈るのみです。 
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図27．受けたプレゼントの最高額

 

 

 

 



 恋愛感情の芽生えで付き合いが始まり、その気持ちの冷え込みで付き合いが終わる 

もっとも新しい恋人との付き合いの動機を聴いてみました。ペーパーテストですから深層のところは分

かりませんが、恋人との付き合いは、明確な目的とか理由があって始まるのではなくて、素直に「恋愛

感情」を持ったから付き合いを始めたということになっています。自らも気づくことのない動機で恋愛

は始まる。恋が盲目になるのは、こんなところに要因があるのでしょうか。 
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図28．最新恋人と付き合い動機

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

そして、恋人としての付き合いもまた恋愛「感情が冷めた」ことで、「自然消滅」の形で終焉を迎えます。

何故感情が冷めたのか明解な理由は無さそうです。付き合いの過程で起こったさまざまな問題が絡ん

だ複合的な要因でそうなったのでしょう。恋焦がれて付き合いを始めました。電話とメールと濃密なコ

ミュニケーションを保ち、週 1 頻度でデートも重ねました。デートの度に性的な交渉も持ちました。 

それでどうして・・・。 
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図29．別れの理由

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

図30．別れの主体
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 別れはどちらともなく 

別れはどちらが言い出した？ 恋人側よりも本人側がやや優勢 

です。出会いのときは“付き合ってください”という言葉を控えて 

いた彼女、事ここに到ったら、きっぱりとものを言う確り者に変身 

しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図31．交際と結婚意識
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 恋愛は結婚に通じる 

現在の恋人との結婚可能性については 4 分の 

3 の方が支持していました。 改めて、一般的に 

両者の関係を聴いてみますと、ほぼ同様の回答 

を得ました。 

 

お遊びではない、おふざけではない、真剣な付き 

合いを確認できます。 

 

 

 

 

 多様な婚活 

合コンや紹介依頼など仕掛けていく外的努力、ファッションを磨き、美容にも投資するなど身の回りを整

える内的努力を重ねています。1 人平均 2 つ程度の行いをこなしています。何を期待するのか「用もな

く街をぶらつく」方もいます。この過程を経て、4 割の方は職場結婚に到ります。 
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 女性らしさを窺わせるアピールポイント 

フリーアンサーで得た、恋人に対する「私のアピールポイント」を下図にしましました。 

男女関係における構図ですから、明らかに女性らしさを全面に押し立てることになります。 

それらは「一緒にいると癒される」であり、「一緒にいると楽しい」、そして愛する人に「尽くす」というこ

とです。実体的には「料理」でもてなすことが出来ることも強調されます。 

 

他方、少数ですが、女らしさ又は女々しさとの対照として、女らしさを見せたくないとする方もいます。

男らしさで語られる行動的な特性をポイントにしています。 

 

いずれにしても、男女間の付き合いは、「蓼喰う虫も好きずき」。一方で、自身の強調できるものを付き

合う人に見せながら恋人として選択されるのを待つ。他方で、付き合う人相手が自身の好みに合うか

どうかを見極めつつ選択する。この相互関係で付き合い･交際･恋愛が成り立ち、更に結婚へと連結し

ていくわけですから、拙速にならない行動を心がけたいものです。 
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図 33．アピールポイント  （注）楕円の大きさは、おおよその回答数の多さを示します。 

 


